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 明けましておめでとうございます。今年もどうぞよろしくお願いいたします。能登半島地震において被害に遭

われた皆様に心よりお見舞い申し上げます。被災地の一日も早い復旧を心よりお祈り申し上げます。 

さて、今年は辰年（たつとし）ですが、「辰」の字には成長の意味があるようです。「辰」という文字は、もと

もと「振」から文字をあてられ「万物が成長し動きが盛んになる様子」と言われています。今年も子ども達が毎

日元気に登園し、子ども達の成長を感じながら、職員とともにお子さんをお預かりさせて頂きます。昨今は、量

から質の時代へ変化しています。保育の質の向上には、子ども達が中心であり、保護者の皆さんや職員が子ども

達の姿を振り返り、語り合うことが一番ではないかと実感します。何よりも大事なことは、子ども達が元気にワ

クワクと登園することがこども園の役目です。今年も職員一同、保護者の皆様と連携してより良い保育をさせて

頂きます。何卒よろしくお願い申し上げます。 

園長 日野 崇雄 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・支援センター担当：保育教諭 原田聡美が一身上の都合により 12 月末で退職いたしました。１月より支援

センター担当は原、いちご組担当は兵庫となります。どうぞよろしくお願いいたします。 

 ・体調不良等で連絡させていただく際、緊急連絡先につながらず時間がかかる場合が多いです。 

災害の際も想定し、今後は緊急の際の連絡先を基本的に「職場」とさせていただきます。本日配信 

のスマートビューアンケート機能より返信をお願いします。尚、外回りのお仕事や育休中の方等、

携帯の方が連絡が取れやすい場合はその旨を記入してください。 

 ・お仕事がお休みの場合はスマートビューにてお知らせをお願いします。その際は緊急連絡先を必ず 

打ち込んでください。 

・土曜保育は両親が出勤の際に、就労時間に合わせての保育時間で申し込みをお願いします。 

１日（月）～３日（水） 年始休業 

９日（火） ハ歯の日 

２４日（水） 誕生会 

３０日（火） 避難訓練 



 

『締めくくりに向けて』 

～３学期に大切にしていきたいこと～ 

 

 今年度も残り 3か月となり、就学・進級が近づき慌ただしさも感じられる時期となります。成長

の著しい子どもたちと一日一日を大切に楽しく過ごしていきたいと思います。まとめの時期となり

ますのでどうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

すみれ組 

言葉が増え、少しずつ自分の思いを伝えら

れるようになり楽しい毎日です。たくさんの

発見や気づきを大切に、一人一人の気持ちに

共感していきます。「もっとおしゃべりした

い！」と思えるように丁寧に言葉を掛け関わ

っていきます。 

いちご組 

 ハイハイや歩行、食事など、生活面で様々

なことができるようになり、毎日いろいろな

ことに挑戦する子どもたち。挑戦はいつも危

険と隣り合わせ…安全を一番に考えながら

子どもたちの気持ちを汲み取り、笑顔で見守

っていきます。 

たんぽぽ組 

 準備や片付け、衣服の着脱など『自分で！』

と頑張っているこどもたち。満足のいくまで

自分で行えるよう見守り、少しのお手伝いを

させてもらいながら『できた』時には、大い

に喜び、達成感を味えるように関わっていき

ます。 

さくらんぼ組 

 友だちや保育者と言葉のやり取りを通して

行動をしたり相手の気持ちに少しずつ気付け

るようになった子どもたち。自分の話もたく

さんしながら、時には立ち止まって保育者や

友達の話もしっかり聞いて考えられように関

わっていきます。 

もも組 

 友だちと意見を出し合いながら遊ぶ楽しさ

を感じられるようになりました。時には、自

分の気持ちが強くなりすぎてケンカになるこ

ともあります。自分の思いも大事にしながら、

相手を思いやる気持ちを育めるように、みん

なで考えたり話し合いながら過ごしていきま

す。 

うめ組 

 クラスとしての団結力も深まり、遊びや生活

発表会などに向けて友だちと同じ目標を持っ

て取り組む楽しさを感じられるようになりま

した。就学に向けて、生活リズムを整えること

や自分で考えて話したり行動できるような言

葉かけを大切にしながら残り僅かなこども園

生活を楽しんでいきます。 


